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２
月
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７
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日
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晴 

◇
参
加
者 

 

順
峰
班
；
沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
橋
本
梓
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
万
子
、

中
前
偉
、
西
克 

 

逆
峰
班
；
梶
野
照
雄
、
豊
嶋
寛
、
濱
野
兼
吉
、
志
岐
敬
、
青
木
宏
充
、
坂
田

洋
子
、
脇
地
真
理 

１
４
名 

  

毎
年
１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
南
奥
駈
道
春
季
巡
視
整
備
の
合
同
行
事

が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
今
年
は
例
年
の
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
冬
季
通
行
止
め
だ
け

で
は
な
く
、
２
１
世
紀
の
森
前
で
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
行
仙
宿
側
で
も

橋
梁
工
事
の
た
め
に
四
ノ
川
林
道
ま
で
も
行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
３
月
の
中
旬

ご
ろ
ま
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
。
従
っ
て
、
２
１
世
紀
の
森
か
ら
山
在
峠
間
の

み
の
活
動
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

２
月
１
２
日
に
今
日
の
行
程
の
一
部
を
歩
い
た
が
、
玉
置
山
周
辺
の
村
道
に

は
雪
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
車
の
確
保
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、

豊
嶋
さ
ん
の
参
加
で
何
と
か
ク
リ
ア
ー
出
来
た
。
久
し
ぶ
り
に
青
木
、
坂
田
の

両
氏
に
も
参
加
を
頂
い
た
。 

当
日
午
前
９
時
半
に
１
４
名
が
玉
置
神
社
駐
車
場
に
集
結
、
沖
崎
よ
り
本
日
の

組
分
け
や
作
業
内
容
を
説
明
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

玉
置
神
社
駐
車
場
を
出
発 

 
 
 

玉
置
山
山
頂 

 
 

 
 

 
 
 

要
所
に
マ
ー
ク 

  

【
順
峰
班
】 

 

順
峰
班
７
名
は
玉
置
山
山
頂
を
目
指
し
て
歩
き
始
め
る
。
駐
車
場
上
の
道
路

か
ら
の
取
り
付
き
部
、
狭
い
階
段
が
全
て
氷
に
な
っ
て
い
る
。
幅
員
が
狭
く
階

段
の
外
に
足
を
置
く
場
所
が
な
い
の
で
、
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
の
滑
り
止
め
が
必
要

だ
。
苦
労
し
て
階
段
を
上
が
り
整
備
さ
れ
た
広
い
登
山
道
に
出
る
。
こ
こ
も
よ

く
歩
か
れ
て
い
る
よ
う
で
完
全
に
凍
結
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。 

こ
の
日
の
天
気
予
報
は
晴
で
、
気
温
も
１
５
℃
近
く
ま
で
上
が
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
こ
こ
は
大
峰
、
標
高
は
１
，
０
０
０
ｍ
を
越
え
る
環
境
下
だ
。
風
も

強
く
、
軍
手
し
か
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
指
先
が
大
変
冷
た
い
。 

か
つ
え
坂
に
も
雪
は
残
っ
て
い
た
が
、
２
週
間
前
よ
り
は
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
い
た
。 

 

花
折
塚
ま
で
も
児
嶋
さ
ん
は
テ
ー
プ
で
マ
ー
キ
ン
グ
や
案
内
標
識
の
補
修



に
忙
し
い
。
１
１
時
過
ぎ
に
花
折
塚
に
着
く
。
１
２
日
に
訪
問
し
た
際
、
塚
前

に
枯
枝
が
積
も
り
、
花
筒
の
水
が
凍
っ
て
陶
器
が
割
れ
て
い
た
り
、
と
整
備
が

行
き
届
い
た
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
掃
除
道
具
一
式
と
花
筒
や

色
花
を
用
意
し
て
き
て
、
花
折
塚
の
清
掃
を
作
業
に
組
み
入
れ
た
。 

 
 

 
 

 

花
折
塚
の
清
掃 

 
 
 

 
 

 

石
垣
の
補
修 
 
 
 

 
 

日
陰
に
は
雪
が
残
る 

早
速
７
人
で
作
業
を
始
め
る
。
熊
手
や
ホ
ウ
キ
を
手
に
枯
枝
な
ど
を
掃
除
す
る

人
、
樒
や
色
花
を
花
筒
に
供
え
る
人
等
と
手
早
く
作
業
は
進
む
。
児
嶋
さ
ん
は

崩
れ
た
石
垣
の
修
復
を
行
っ
て
い
る
。
１
５
分
弱
で
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
っ
た
。
作
業
終
了
後
、
中
前
君
に
心
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。 

無
線
機
で
梶
野
君
に
連
絡
を
取
る
と
、
村
道
の
案
内
板
迄
来
て
い
る
と
い
う
。 

北
上
を
続
け
、
ち
ょ
う
ど
１
２
時
に
逆
峰
班
と
合
流
し
、
昼
食
と
し
た
。 

 

こ
こ
ま
で
に
新
た
な
倒
木
は
無
く
、
水
呑
金
剛
付
近
の
ブ
ッ
シ
ュ
に
ハ
サ
ミ

を
入
れ
た
位
だ
っ
た
。 

１
２
時
３
５
分
、
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
き
、
順
峰
班
、
逆
峰
班
そ

れ
ぞ
れ
出
発
、
如
意
珠
岳
、
古
屋
の
宿
と
順
調
に
進
み
、
古
屋
の
辻
か
ら
２
１

世
紀
の
森
へ
と
下
る
。
逆
峰
班
が
デ
ポ
し
た
車
は
奥
駈
道
石
柱
の
傍
に
停
め
ら

れ
て
い
て
、
２
車
に
分
乗
し
て
玉
置
神
社
駐
車
場
に
戻
っ
た
。
駐
車
場
ま
で
の

村
道
に
は
凍
結
部
分
が
あ
り
、
１
２
日
に
通
っ
た
時
と
大
差
な
か
っ
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

  

 
 

 
 

 

昼
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如
意
珠
岳
で 

 
 
 
 

 
 

登
山
口
に
到
着 
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【
逆
峰
班
】 

 

沖
崎
車
と
豊
嶋
車
の
２
台
で
２
１
世
紀
の
森
に
向
か
う
。
村
道
の
日
陰
に
残
っ

た
積
雪
は
凍
り
付
い
て
い
た
。
３
０
分
弱
で
２
１
世
紀
の
森
に
到
着
。
登
山
口

の
石
柱
の
傍
に
車
を
停
め
た
。
古
屋
の
辻
ま
で
登
る
と
結
構
強
い
風
が
吹
い
て

い
た
。 

 
 

 
 

 

登
り
始
め
る 

 
 
 
 

 
 

 
 

蜘
蛛
の
口 

 
 
 

 
 

 
 

村
道
に
出
る 

 

ア
セ
ビ
や
ユ
ズ
リ
ハ
な
ど
の
枝
を
払
い
な
が
ら
順
調
に
進
み
、
１
１
時
２
０

分
に
村
道
の
案
内
板
に
着
い
た
。
直
後
に
沖
崎
さ
ん
か
ら
無
線
連
絡
が
あ
り
、

花
折
塚
で
掃
除
中
、
ち
ょ
っ
と
遅
れ
る
と
の
事
だ
っ
た
。 

豊
嶋
さ
ん
が
「
も
う
、
お
昼
に
し
よ
う
」
と
言
う
の
を
聞
き
流
し
て
順
峰
班
と

合
流
す
る
ま
で
先
に
進
む
。
１
２
時
に
沖
崎
さ
ん
と
合
流
、
５
分
ほ
ど
で
全
員

が
合
流
し
た
。 

 
 

 
 

 

倒
木
処
理 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

駐
車
場
へ
下
る 

昼
食
後
、
駐
車
場
を
目
指
し
て
南
下
を
始
め
る
。
か
つ
え
坂
手
前
で
先
日
切
り

残
し
た
倒
木
を
処
理
、
こ
の
手
前
に
も
う
一
本
あ
っ
た
が
先
行
し
て
い
た
青
木

氏
が
処
理
し
て
く
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

駐
車
場
に
到
着 

 
 
 

 
 

逆
峰
班
が
戻
る 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 



か
つ
え
坂
で
少
し
登
山
道
に
飛
び
出
し
て
い
た
木
を
切
除
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

出
番
は
こ
の
２
ヶ
所
の
み
だ
っ
た
。 

奥
駈
道
三
差
路
か
ら
駐
車
場
へ
下
る
。
脇
地
さ
ん
は
玉
置
山
山
頂
ま
で
往
復
し

て
来
ら
れ
た
。 

 

三
差
路
か
ら
駐
車
場
ま
で
は
踏
み
固
め
ら
れ
た
積
雪
が
凍
っ
て
い
て
、
場
所

を
選
ん
で
歩
か
な
け
れ
ば
、
滑
っ
て
転
ぶ
。
特
に
村
道
に
降
り
る
階
段
が
全
面

氷
に
な
っ
て
い
て
、
青
木
、
坂
田
の
両
氏
が
ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
て
い
た
理
由
が

良
く
判
っ
た
。 

 

駐
車
場
に
戻
っ
て
１
０
分
後
、
順
峰
班
が
帰
っ
て
き
た
。 

（
記
；
梶
野
） 
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巡
視
が
無
事
に
終
わ
り
駐
車
場
に
集
結
。
売
店
の
栄
山
さ
ん
か
ら
缶
コ
ー
ヒ

ー
の
差
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
に
今
後
の
予
定
を
連
絡
し
、
今
年
米
寿
を

迎
え
ら
れ
る
橋
本
、
豊
嶋
の
両
氏
に
さ
さ
や
か
な
お
祝
い
を
お
贈
り
さ
せ
て
頂

い
た
。
今
後
も
お
元
気
で
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。
（
新
宮
山

彦
ぐ
る
ー
ぷ
は
人
使
い
が
荒
い
？
） 


